
医薬品添加剤，原薬そして液体試料の
ラマンスペクトル（２）

要旨
「医薬品添加剤，原薬そして液体試料のラマンスペクトル（１）」に続き，本稿（２）ではモデル試料とし

て無機物はタルク（Talc），酸化チタン（アナターゼ，ルチル形），液体はメタノール（Methanol）とエタ
ノール（Ethanol）を測定し，最後に原薬にはカルバマゼピン I，III形とカフェイン水和物と無水物を採用し，
無機物や液体試料が測定可能なことを示し，さらに原薬の結晶多形間のラマンスペクトルの特異性を紹介する．

WP Raman Spectrometer The most flexible, sensitive, and robust Raman spectrometers

無機物のラマンスペクトル 液体のラマンスペクトル

Fig. 1 無機物のラマンスペクトル：（a）タルク，（b）酸化
チタン（アナターゼ形），（c）酸化チタン（ルチル形）

Fig. ２ 液体のラマンスペクトル：メタノール，エタノール
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測定にはWasatch社プローブ型ラマンシステムを利
用した．主な性能・仕様を次に示す．重さ約3kgの光
学系（a）にはレーザー，検出器などの主要な部品を
内蔵しています．幅24cm，奥行11cm 高さ7cmと非常
にコンパクトで，測定場所へ簡単に移動が可能．搭
載しているレーザーは励起波長785 nm，出力は最大
450 mWで可変．本装置には直径1/2インチのプローブ
(b)がプローブヘッド（c）に取り付けられて光学系
とファイバー（d）で接続されていいる，主な測定条
件は，露光時間：1秒，積算回数：1回．粉体試料は
チャック付きポリ袋に，液体試料はガラスバイヤル
にそれぞれ試料を充填し，試料に非接触な状態で測
定を実施した．ラマン測定専用試料室（オプション
販売）は測定箇所や焦点距離を手動で調整可能な機
能を有し，試料の大きさや包装材状態に応じて最適
な測定箇所を見つけることが可能である．
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原薬のラマンスペクトル

Fig. ３ 原薬（１）のラマンスペクトル：（a）カルバマゼピン
（CBZ I 形）， （b）カルバマゼピン （CBZ III 形）

Fig. ４ 原薬（２）のラマンスペクトル：（a）カフェイン水和
物， （b）カフェイン無水物
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（＊）The CBZIII form was confirmed by the powder x-ray diffraction pattern.

原薬（２） (Fig. 4)

(a) カフェイン水和物（４）

（Caffeine hydrate）
(b) カフェイン無水物（４）

（Caffeine anhydrous）
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原薬（１） (Fig. 3)

(b) カルバマゼピン（CBZ III形）（３）

（＊）

(a) カルバマゼピン （CBZ I 形）（３）

carbamazepine


